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明
和
改
正
謡
本（
以
下「
明
和
本
」）
は
、
十
五
世
観
世

大
夫
の
観
世
元

も
と
あ
き
ら章

に
よ
っ
て
明

（
一
七
六
五
）

和
二
年
に
刊
行
さ
れ

た
謡
本
で
、
各
曲
詞
章
の
全
面
に
亘
っ
て
文
言
に
改

訂
が
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
の
多
く
が
当
時
の
国

学
的
知
見
に
基
づ
い
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
こ
の
文
言
改
訂
の
意
図
の
一
端
を
窺
わ

せ
る
も
の
と
し
て
、《
放
生
川
》ワ
キ
登
場
段
の
道
行

部
を
検
討
し
た
い
。

　
は
じ
め
に
、
明
和
本
以
前
の《
放
生
川
》の
道
行
を

確
認
す
る
。

曇
な
き
、
都
の
山
の
朝

（
あ
さ
ぼ
ら
け
）

開
、


、
け
し
き
も

さ
そ
な
①
木
幡
山
、
伏
見
の
里
も
と
を
か
ら
ぬ
、

②
竹
田
河
原
を
打
過
て
、
③
淀
の
つ
き
橋
か
け

ま
く
も
、
か
た
し
け
な
し
や
神
祭
る
、
八
幡
の

里
に
着
に
け
り
、



こ
こ
で
は
、
明
け
方
に
都
を
出
発
し
た
ワ
キ
一
行
が
、

都
か
ら
見
え
る
晴
天
の
山
々
を
眺
め
な
が
ら「
こ
の

様
子
で
は
木
幡
山
の
眺
望
も
さ
ぞ
や
素
晴
ら
し
い
こ

と
だ
ろ
う
」と
想
像
し
つ
つ
、
そ
の
山
麓
の
伏
見
の

里
に
も
程
近
い
竹
田
が
原（
後
述
）
、
次
い
で
継つ

ぎ
は
し橋（

川

の
中
に
柱
を
多
く
立
て
、
橋
板
を
次
々
に
渡
し
た
橋
）
の
架
か

る
淀
川
を
通
過
し
、
八
幡
神
を
祀
る
男
山
の
麓
、
八や

幡わ
た

の
里
に
到
着
す
る
ま
で
が
謡
わ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
う
ち
①「
木
幡
山
、
伏
見
の
里
も
遠
か
ら
ぬ
」

は
、『
歌
枕
名
寄
』巻
一
・
山
階
篇
に
見
え
る
、

　
　
　
　
建
保
二
年
内
裏
百
首
　
伏
見
　
　
　
家
隆

遠
か
ら
ぬ
伏ふ

し

見み

の
里
の
関
守も

り

は
木こ

幡は
た

の
峰み

ね

に
君

ぞ
据す

ゑ
け
る（
二
〇
二
）

【
大
意
】
伏
見
の
里
は
、
距
離
的
に
は
都
か
ら
遠
く
な

い
場
所
で
す
が
、
木
幡
の
峰
の
関
守
に
よ
っ
て
往
来

に
制
約
が
生
じ
ま
す
。
そ
の
よ
う
に
、
私
に
と
っ
て

は
心
理
的
距
離
の
遠
く
な
い
貴
女
の
も
と
へ
、
足
が

遠
の
い
て
し
ま
う
の
は
、
貴
女
が
私
を
拒
む
心
の
関

守
を
据
え
た
か
ら
な
の
で
す
よ
。

の
表
現
を
利
用
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
当

該
歌
は
勅
撰
集
の『
新
後
拾
遺
集
』（
至

（
一
三
八
六
）

徳
元
年
完
成
）

に
も
入
集
し
て
い
る
が
、《
放
生
川
》執
筆
の
際
に
参

照
さ
れ
た
の
は
む
し
ろ『
歌
枕
名
寄
』の
如
き
歌
枕
関

連
の
類
書
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
よ
う
。

　
②「
竹
田
河
原
」は「
竹
田
が
原
」が
正
し
く
、
既
に

伊
藤
正
義（
新
潮
日
本
古
典
集
成『
謡
曲
集
』
頭
注
）
の
指
摘

す
る
通
り
、
山
城
国
の
歌
枕
で
あ
る（
現
在
の
京
都
市

伏
見
区
竹
田
）
。「
竹
田
が（
の
）原
」の
和
歌
初
出
例
は
、

『
万
葉
集
』巻
四
に
見
え
る
、

打ウ
チ
ワ
タ
ス

渡 

竹タ
ケ

田タ

之ノ

原ハ
ラ

尓ニ 

鳴ナ
ク

鶴タ
ツ

之ノ 

間マ

無ナ
ク

時ト
キ
ナ
シ無 

吾ワ
ガ
コ
フ恋

良ラ

久ク

波ハ

（
七
六
〇
・
大
伴
坂
上
郎
女
）

の
歌
で
、
以
後
の「
竹
田
が（
の
）原
」を
詠
ん
だ
和
歌

は
い
ず
れ
も
こ
の
歌
の
本
歌
取
り
と
認
め
ら
れ
る
。

も
っ
と
も
、
こ
の
万
葉
歌
に
お
け
る「
竹
田
之
原
」は

本
来
は
大
和
国
の
地
名
で
あ
る
が
、
後
代
に
な
る
と
、

例
え
ば
藤
原
範
兼（
一
一
〇
七
～
六
五
）
編『
五
代
集
歌

枕
』が
こ
の
歌
を「
た
け
だ
の
は
ら 

山
城
」と
し
て
掲

出
し
て
い
る
よ
う
に
、「
竹
田
が（
の
）原
」は
山
城
国

の
地
名
と
し
て
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
さ
ら

に
南
北
朝
～
室
町
期
頃
に
は
、

〔
太
平
記
　
巻
三
十
二
・
無

ナ
ウ
シ
テ二 

剣ケ
ン

璽ジ

一

御
即
位
無

キ

レ

例レ
イ

事
付
院

ノ

御
所
炎
上 ノ

事
〕

元
弘
・
建
武
ノ
乱
ヨ
リ
以
来
回
禄
ニ
逢

　ヒ

ヌ
ル
所
々

ヲ
数　フ

レ
バ
、（
中
略
）竹
田
ニ
近
キ
伏
見
殿

〔
為
尹
千
首
〕　
※
応（

一

四

一

五

）

永
二
十
二
年
詠
進

う
ち
群む

れ
て
竹
田
の
若
菜
摘つ

み
暮く

ら
し
帰
る
や

近ち
か

き
伏ふ

し

見み

な
る
ら
ん（
四
八
・
題「
田
若
菜
」）

と
見
え
る
よ
う
に
、
竹
田
は
伏
見
に
程
近
い
土
地
と

し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
な
お
謡

曲《
融
》に
も「
伏
見
の
竹
田
」と
見
え
る
。
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③「
淀
の
継
橋
」は
、『
万
葉
集
』巻
四
の
、

　
　
真マ

野ノ

之ノ

浦ウ
ラ

乃ノ 

与ヨ

騰ド

乃ノ

継ツ
ギ
ハ
シ橋 

情
コ
コ
ロ

由ユ

毛モ 

思
オ
モ
フ

哉ヤ

妹イ
モ

　
　
之ガ 
伊イ

目メ

尓ニ

之シ

所ミ
ユ
ル見（

四
九
〇
・
吹
芡
刀
自
）

の
歌
に
基
づ
く
語
で
あ
る
。
も
っ
と
も
こ
の
歌
は
、

真
野
浦（
摂
津
国
）
の
淀
み
に
架
け
て
あ
る
橋
を
詠
ん

だ
も
の
で
あ
り
、
本
来
は
山
城
国
の
淀（
現
在
の
京
都

市
伏
見
区
淀
）
を
詠
ん
だ
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
し
か

し
後
代
に
は
、
例
え
ば『
八
雲
御
抄
』巻
五（
名
所
部
）・

橋
項
で「
よ
ど
の
つ
ぎ（
は
し
）」が
山
城
国
の
地
名
と

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
山
城
国
に
つ
い
て
の
文
脈
で

用
い
ら
れ
る
例
も
登
場
し
た
。

　
以
上
①
～
③
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、《
放
生
川
》道

行
の
行
程
は
、
中
世
の
和
歌
・
歌
学
的
言
説
を
基
盤

と
し
て
構
築
さ
れ
た
も
の
と
言
え
る
。
そ
の
経
路
は
、

京
都
東
部
か
ら
南
下
し
、
現
在
の
伏
見
区
竹
田
地
区
、

同
淀
地
区
を
通
過
し
て
男
山
へ
と
至
る
も
の
で
あ
っ

た
。
後
代
、
京
都
の
東
洞
院
通
り
を
南
へ
延
長
す
る

形
で
竹
田
街
道
が
整
備
さ
れ
、
竹
田
街
道
へ
と
続
く

京
都
の
玄
関
口
は
竹
田
口
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
る

（
現
在
の
Ｊ
Ｒ
京
都
駅
東
端
南
側
付
近
）
が
、
ワ
キ
一
行
が

通
過
し
た
の
も
恐
ら
く
こ
れ
に
近
似
す
る
経
路
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　
そ
こ
で
、
次
に
明
和
本
を
確
認
し
よ
う
。

曇ク
モ

り
な
き
、
都

ミ
ヤ
コ

の
山ヤ

マ

の
あ
さ
ぼ
ら
け
、


、

け
し
き
も
さ
ぞ
な
木コ

幡ハ
タ

山ヤ
マ

、
伏フ

シ

見ミ

の
里サ

ト

も
遠ト

ホ

か

ら
ぬ
、
鳥ト

羽バ

の
細ホ

ソ
ミ
チ道

う
ち
過ス

ギ

て
、
淀ヨ

ド

の
つ
ぎ
橋ハ

シ

か
け
ま
く
も
、
か
た
じ
け
な
し
や
神カ

ミ

ま
つ
る
、

八ヤ

幡ハ
タ

山ヤ
マ

に
も
着ツ

キ

に
け
り
、



こ
の
中
で
は
、
竹
田
が
原
で
は
な
く「
鳥
羽
の
細
道
」

を
通
過
す
る
経
路
が
示
さ
れ
て
い
る（
観
世
流
現
行
詞

章
は
こ
れ
を
踏
襲
）
。「
鳥
羽
の
細
道
」
と
は
鳥と

ば
の
つ
く
り
み
ち

羽
作
道

の
こ
と
で
、
朱
雀
大
路（
後
の
千
本
通
り
）
か
ら
鴨

川
・
桂
川
合
流
地
点
付
近
へ
向
か
っ
て
南
下
す
る
古

代
道
路
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
明
和
本
で
は
、
ワ
キ

一
行
の
出
発
地
点
を
竹
田
口
付
近
で
は
な
く
千
本
通

り（
旧
朱
雀
大
路
）に
改
め
る
形
で
、
改
訂
を
施
し
て

い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
こ
の
改
訂
の
意
図
は

ど
こ
に
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
近
世
、
旧
鳥
羽
作
道
に
由
来
す
る
鳥
羽
街
道
が
整

備
さ
れ
て
い
た
か
ら
、
当
時
の
実
態
と
し
て
、
京

か
ら
男
山
へ
の
行
程
の
中
で「
鳥
羽
の
細
道
」を
通
る

こ
と
は
勿
論
あ
り
得
た
で
あ
ろ
う
。
と
は
い
え
一
方

で
竹
田
街
道
も
重
要
道
路
の
一
つ
と
し
て
機
能
し
続

け
て
い
た
し
、
詞
章
中
に
木
幡
山
・
伏
見
の
名
が
見

え
て
い
る
以
上
、
そ
こ
と
の
地
理
関
係
か
ら
い
え
ば

竹
田
を
経
由
す
る
従
来
の
行
程
の
方
が
自
然
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
明
和
本
は
、
従
来
の
経
路
で
も
支
障
が
無

い
に
も
拘
わ
ら
ず
、
こ
と
さ
ら
に
千
本
通
り
を
出
発

す
る
形
へ
改
め
た
と
言
え
る
の
で
あ
る
。

　
と
す
れ
ば
、
こ
の
経
路
変
更
は
、
朱
雀
大
路
を
中

心
と
す
る
古
代
都
市
平
安
京
と
し
て
の
観
念
的
な
京

都
理
解
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
周
知
の

通
り
、
京
都（
平
安
京
）が
朱
雀
大
路
を
中
心
と
す
る

碁
盤
の
目
状
の
都
市
で
あ
っ
た
の
は
遠
い
古
代
の

こ
と
で
、
中
世
以
降
の
都
市
京
都
、
特
に
そ
の
南
側

で
は
、
千
本
通
り（
旧
朱
雀
大
路
）は
む
し
ろ
西
の
外

れ
に
位
置
し
、
朱
雀
大
路
の
南
端
に
あ
っ
た
平
安
京

の
総
門
・
羅
城
門
も
と
う
の
昔
に
廃
絶
し
て
い
た*

。

し
か
し
明
和
本
に
と
り
、
京
か
ら
男
山
へ
向
か
う
ワ

キ
一
行
は
、
あ
く
ま
で
旧
朱
雀
大
路
か
ら
―
―
か
つ

て
の
帝
都
平
安
京
の
中
心
か
ら
、
出
発
す
る
存
在
で

な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
明
和
本《
放
生
川
》道
行
部
の
改
訂
の
根
底
に
あ
っ

た
の
は
、
こ
う
し
た
永
遠
の
帝
都
・
平
安
京
へ
の
意

識
だ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
う
し
た
点
に
、

国
学
を
愛
好
し
た
観
世
元
章
の
国
家
観
・
帝
都
観
の

一
端
が
窺
わ
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

＊

古
代
都
市
平
安
京
か
ら
中
世
都
市
京
都
へ
の
変
貌
に
つ
い
て

　
は
、
桃
崎
有
一
郎『
平
安
京
は
い
ら
な
か
っ
た
』（
歴
史
文
化

　
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
、
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
六
年
）
に
詳
し
い
。

　
明
和
本
以
外
の
引
用
は
以
下
の
文
献
に
よ
る
。《
放
生
川
》‥

光
悦
謡
本（
特
製
本
）
／
和
歌
‥
新
編
国
歌
大
観（
但
し『
万
葉
集
』

の
歌
番
号
は
旧
国
歌
大
観
に
よ
る
）
／
『
八
雲
御
抄
』‥
久
曽
神

昇『
校
本
八
雲
御
抄
と
そ
の
研
究
』厚
生
閣
、
一
九
三
九
年
／
『
太

平
記
』‥
日
本
古
典
文
学
大
系
。

　
本
稿
は
、
著
者
両
名
お
よ
び
浅
井
美
峰
氏
の
三
名
で
進
め
て

い
る
共
同
研
究「
世
阿
弥
脇
能
を
中
心
と
し
た
謡
曲
詞
章
の
和

歌
・
連
歌
的
手
法
に
基
づ
く
表
現
分
析
」（
法
政
大
学
能
楽
研
究

所「
能
楽
の
国
際
・
学
際
的
研
究
拠
点
」令
和
四
年
度
公
募
型
共

同
研
究
）の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

　
（
中
野
‥
弘
前
大
学
助
教
／
川
上
‥
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
生
）


